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教育効果を高める「時間」の設定

大阪府教育庁 市町村教育室

小中学校課 教務グループ
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本日の流れ

１ 大阪府の状況

２ 大阪府における調査研究

３ 調査研究内容の普及
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１ 大阪府の状況
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週あたりの授業コマ数の現状（平成29年度）

小３ 小４ 小５ 小６

31コマ 0％ 0％ 0％ 0％

30コマ ー 11.1％ 16.2％ 16.2％

29コマ ー 78.0％ 75.5％ 75.5％

28コマ 12.1 ％ 10.9％ 8.3％ 8.3％

27コマ 87.9％ ー ー ー

週当たり１時間増への対応
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２ 大阪府における調査研究

教育効果を高める「時間」の設定
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調査研究の概要

① 一単位時間の授業分数について

② 効果的な教材や指導計画等について

③ 成果と課題について 6



調査研究校（２市４校）

【和泉市】

国府小学校／伯太小学校

【茨木市】

春日小学校／太田小学校
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① 一単位時間の授業分数について

・ 週３回（朝15分）

【和泉市立国府小学校】

・ ３~６年で実施

・ 外国語 → 国語

【和泉市立伯太小学校】

・ ３~６年で実施

・ 教科は外国語（高学年）

国語（中学年）・算数

【茨木市立春日小学校】

・ 15分，60分

・ 主に外国語・国語と各教科

【茨木市立太田小学校】

・ 朝15分

・ 国語，外国語

・ ３~６年で実施 ・ ３~６年で実施

8

・ 週３回（朝15分）



② 調査研究校における効果的な教材や指導計画等について

【和泉市立国府小学校】

国語科の単元指導計画

（「書く」領域で実施）

【和泉市立伯太小学校】

【茨木市立春日小学校】【茨木市立太田小学校】

教科書

並行読書 発表

定期的に検討

新出漢字 時間割編成（給食の時間等は変
えずに全体を５分ずらす）

・朝の短時間授業

視聴覚教材

・国語15分×３分割

など

（「書く」領域で実施）

単元のゴールを見据えた
単元計画の作成

短時間
授業

45分
授業

45分の外国語活動における授業展開 9



• 大阪府公立小学校英語学習６カ年プログラム

「ＤＲＥＡＭ」

• 小学校１年生から活用できる教材

• 短時間学習としての活用

英語DVD教材 「DREAM」

② 調査研究校における効果的な教材や指導計画等について
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言語能力を育成する「ことばのちから」
② 調査研究校における効果的な教材や指導計画等について

11



言語能力を育成する「ことばのちから」
② 調査研究校における効果的な教材や指導計画等について
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③ 成果と課題について

○ 短時間の授業の時数管理体制の構築

【和泉市立国府小学校】 【和泉市立伯太小学校】

【茨木市立春日小学校】【茨木市立太田小学校】

○ 45分間，物語の世界に没頭できてよい

▲ 15分での外国語の指導は、「従来の
Patern&Practiceだけではない外国語
活動」の授業においては、有意義な授業
展開につながりにくい。

▲ 実施時期の整理（行事との調整等）
が必要

○ 外国語活動におけるフレーズや単語の
定着による時間の有効活用

○ 「ことばのちから」を用いて作文指導を
行うことで児童が書く力をつけた

▲ 活用力が問われる問題の開発と
活用方法

▲ 学校全体での連携・調整

○ 「自分のためになっている」と回答した
児童が９割弱いる。

▲ 国語科における短時間授業の在り方

○ 毎日，外国語に触れることで単語や
フレーズの習熟につながり、自信もって
活動できた。

○ 国語以外の教科で教科の特性を生かし
た短時間授業を考えることができた。

○ 単元に関連した新出漢字や計算練習
等の短時間学習が効果的であった。
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○ 短時間の授業を活用したカリキュラム編成や、その教育効果の
検証・改善のサイクルを通して、教職員全体の中にカリキュラム・
マネジメントへの意識が高まり、指導体制が整備された。

○ 「外国語」（高学年）及び「国語」の単元計画に短時間の授
業を効果的に位置付けた授業を行ってきたところ、学力面での
成果とともに児童アンケートから意欲的に取り組んでいることがわ
かり、効果を確認することができた。

○ 時程を変更するなど、研究を進めるにあたり、保護者や地域の
方々に理解・協力を求めながら進めたことで、教育課程を保護
者、地域の方々と共有する機会となり、保護者アンケートからも
肯定的な評価をもらった。

③ 成果（まとめ）
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○ 時程を変更するなど、研究を進めるにあたり、保護者や地域の
方々に理解・協力を求めながら進めたことで、教育課程を保護
者、地域の方々と共有する機会となり、保護者アンケートからも
肯定的な評価をもらった。

○ 「外国語」（高学年）及び「国語」の単元計画に短時間の授
業を効果的に位置付けた授業を行ってきたところ、学力面での
成果とともに児童アンケートから意欲的に取り組んでいることがわ
かり、効果を確認することができた。

○ 短時間の授業を活用したカリキュラム編成や、その教育効果の
検証・改善のサイクルを通して、教職員全体の中にカリキュラム・
マネジメントへの意識が高まり、指導体制が整備された。

子どもの学ぶ意欲の向上

教職員の意識の向上と体制整備

社会に開かれた教育課程の実現

③ 成果（まとめ）

15



研究校の変容

より効果的に教育課程を編成するために

短時間の授業をどう活用するか

短時間の授業をどうするかだけでなく…
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３ 調査研究内容の普及
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小学校のカリキュラム・マネジメントを円滑に進める
ための手引きについて

大阪府下の小中学校へ配付
（大阪市，堺市を除く）

大阪府のHPにWebup
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児童の負担にならない

小学校のカリキュラム・マネジメントを円滑に進める
ための手引きについて

① 年間授業日数を増加
→ 長期休業期間の調整や土曜日の授業の実施
② 週の授業時数の増加
→ １．15分×３（短時間の授業）や60分（15分+45分）

授業の活用
→ ２．45分の授業を週あたり１コマ増
③ ①と②の組み合わせ
→（例）15分×２回／週→23時間確保＋土曜日４時間×３日
（12時間）

「小学校におけるカリキュラム・マネジメントの在り方に関する検討会議 報告書」（H29.２月）
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小学校のカリキュラム・マネジメントを円滑に進める
ための手引きについて（内容①）

表面 裏面 20



小学校のカリキュラム・マネジメントを円滑に進める
ための手引きについて（内容②）

中面（左） 中面（右） 21



平成30年度 大阪府カリキュラム・マネジメントフォーラム

日 時：平成31年２月12日（火）

内 容：手引きの説明

実践発表

講演

【フォーラムでのアンケートより】

本フォーラムで得たことを今後に生かすことができる 98％

（自由記述欄より）
・カリマネの概念を現場で具体化するヒントをもらえた
・カリマネの具体的な考えが事例からよくわかった
・学校が進めている様々な取組みの情報がほしい 等

「取組が参考になった」「具体が知りたい」旨の回答 39％
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